　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資　料　
令和２年度第１回鶴岡市中央公民館運営審議会記録（概要）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時：令和２年８月２４日（月）　午後２時から午後３時５０分
　場所：鶴岡市中央公民館第一会議室

出席者 
委員：（委員１０名）
梅津芳春委員、伊藤博委員、富樫みわ子委員、門脇里香委員、五十嵐保委員
長島昭則委員、髙山千代子委員、齋藤敬委員、難波正喜委員、佐藤美代子委員
（欠席委員２名）高野勝彦委員、渡部嚴委員
事務局：説明員（７名）
鶴岡市中央公民館館長、主査（２名）、公民館専門員（２名）、専門員（２名）
　
傍聴者　１名

１．開会：事務局
　２．あいさつ　難波正喜委員長　中央公民館長
３．自己紹介
４．報告並びに協議
○報告（１）報告新型コロナウイルス感染拡大防止について
質疑・応答

委　員：貸館は大変な状況にある。対応はタクトも苦労しているようだ。マスクを外し
てステージに上がると３メートル離れないといけない。中央公民館ではマスクをするのが当たり前だが、マスクを外しての活動をどう考えているのか。フェイスシールドでも良いのか。
事務局：マスクの着用については５月の再開当初からお願いしているが、やはり徐々に
気温が上がってくると暑くなって、熱中症対策も考えなければならない。段階的に変
更し活動に支障がない範囲でできるだけとしている。貸館担当がその都度説明し、サ
ークル、団体もきちんと守っていただいている。本当にありがたい。７月３０日の市
の対策本部会議で合唱について「基本マスク」という結果がでた。ただし、演出上
マスクを外すことが必要となれば対策をしっかり取った上で行ってもらう。
小さい子どもから高齢者まで、幅広い年齢層が使用している。厳しいと言われるかも
しれないが、ここは社会教育施設であることからご理解いただきたい。
市では、文化芸術活動を衰退させてはならないということで、使用料も減免している。
委　員：マスクの代わりにフェイスシールドでもよいという考え方はどうか。
事務局：様々な業種、芸術団体のガイドラインを見てもフェイスシールドがマスクの代
　用とはなることの記述はないため基本マスクの着用をお願いしている。

　委　員：３メートル離れればマスクを取って出演してもよろしいか。
　事務局：表現上、表情などに必要な演劇などについては、徐々に主催者と相談しながら使用していただければと思う。
　委　員：注意事項の説明書きは、子どもでも誰でもわかるようなイラスト入りの施設利用のチラシを作っていただきたい。
　委　員：私も社交ダンスをしているが、今はまだ活動していない。中央公民館での社交ダンスサークルの活動はどうか。
　事務局：中央公民館には二つの社交ダンスサークルがあるが、一人ひとりマスクを着用し離れて練習をしている。
　委　員：女性センターでコーラス指導をしているが、向かい合わず離れて活動している。
　　距離を保って練習し、声出しではマスクを着用している。サークルの年齢層が高く、マスクをしていると身体に負担がかかっているので、会議室を広く使わせていただきありがたい。
　事務局：団体ごとに、安全な部屋の利用の仕方について一緒に考えて使っていただいている。
　委　員：コミセンでは名簿やチェックリストを協力を得て出していただいている。また、コミセンは大、小施設ごとに工夫しているようだ。コミセンの局長会議で情報交換し、コロナだから止めるのではなく、コロナでもまずはできることはやると。またコミュニティ推進課でもイラスト入りのチラシを出しているようだ。
委　員：羽黒では各コミセンで利用する際は相手に任せている。地域によって温度差があるようだ。県内でもコロナ感染者が出ていないのであまり怖がる必要がないのではと思っているが、事務局は大変だと思う。トランペットなどは飛沫が飛ぶし、あまりにも神経質になりすぎるのではと思っているが、中央公民館は集落の公民館とは違うと思うので厳しくなるのはわかる。
委　員：温海の婦人会は総会も他の事業も全てこなした。使用禁止は約２ヵ月あったが、縮小したものもあるが、マスクを着用して消毒もしながら滞りなく活動している。
委　員：コロナが終わったら、元にもどるのか。オンラインなどは残るのかなと思う。例えばオンライン講座など、高齢者は使い方がわからないので使い方講座など、若い人を取り込んで発想を変える時期にきているのではないかと思う。
委　員：来館者の体温の測定はどうしているのか。
事務局：非接触型の体温計もやっと購入でき、希望があれば貸すことができる。日々の活動では来館者に皆さんの体温を測ってきてもらうようにお願いしている。人それぞれ平熱体温が違うので、体調に気を付けてくださいとお願いしている。
　芸術文化協会と共催で子ども文化クラブを２講座（尺八・箏）開催した。学校開校後という厳しい状況ではあったが、どちらにも申し込みがあり実施できた。プラネタリウムは２番組上映し、定員を半分に設定しての開催であったがほぼ満席だった。
〇協議（２）中央公民館運営方針
　　　（３）令和２年度施設運営及び事業実施状況等について
質疑・応答
委員長：色々対策を取られていたり中には中止となった事業もあるようだが、何かアドバイス等はないか。
委　員：市民が自粛慣れしてしまい家にいることが多い。「ぜひ、中央公民館に行って色々学んだり友達もできた」というように、できるだけ大勢の市民から来ていただきたいと思う。時機を逃さずに中央公民館の事業をやってほしい。
委　員：どこのサークルも高齢化で運営は容易でない。今までと同じ発想でのサークル育成や支援のままではサークルが衰退してしまう。公民館を中心とした活動が変わらなければならないと思う。若い人のサークルをどうやって作っていくかを考えないといけない。例えば若い世代のオンラインゲームのようなサークルがあっても良と思う。スケートボードのような新しいスポーツがオリンピックの種目に採用される時代なのだから、今までの良いものをなくするというわけではないがそろそろ発想を転換しないとならない。
委　員：前に比べればサークルに来てくれる人は非常に熱心だ。講座に若い人からも来てほしいと言っても仕事をしているとなかなか来られないので、曜日や時間帯を工夫すれば集まるのではないか。昨年度の女性センターの講座で「指でくるくるお絵かきしよう！」という講座はどういうものだったのか。
事務局：パステルチョークを粉状に削って、それを指につけて絵を描くパステルアートで色に触れて絵を描くことで心身の癒しにもつながるアートセラピー的なもので、簡単に素敵に描けるものであった。
委　員：こういう時代だからこそ、こういう企画は良いと思った。親子で楽しめる講座があっても良いと思う。
　　（４）令和３年度事業等について
委　員：コロナ禍の時代、リモート会議やズームの使い方がわかればいいなと思う。パソコン講座はあるようだが、スマホでもできると聞いたのでリモートの使い方の講座を開催してはどうか。
　　（５）その他
事務局：前回の運営審議会で駐車場に「軽」の字をペイントし、車を止めやすくしてはどうかとの意見があった。閉館中に職員等で型紙を作成し外部委託の職員と協力しながらペイントを行った。皆さんのご意見をもとに軽自動車専用のスペースができ来館者の方からも車が止めやすくなったとの感想をいただいている。貴重なご意見ありがとうございました。
５．その他：特に無し
６．閉会：事務局
（概要）以上
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